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「 認 究∴ 童が、人とのかかわりを深め、広げていくには癖 癒 引

夫 して い けば よ い か につ いて仮 説 を たて た。 そ して 、 人 と の か か わ りの 深 ま り、 広 が り に

つ いて 、 ① か か わ りへ の願 いを もっ、 ② 人 と共 に活 動 す る よ さ を味 わ う、 ③ 気 付 き を伝 え

よ さを 認 め合 う、 ④ 繰 り返 しか か わ る、 と い う児 童 の4つ の学 び の姿 を 視 点 と して 学 習 活

動 を 工夫 し実 践 授 業 を 行 った。

そ の 結 果 、児 童 は人 とのか か わ りを楽 しむ よ うにな り、 自 信 を もっ と と も に 、 自他 の よ

さを 積極 的 に見 付 け、 多 くの 気付 きを得 るよ うにな った。
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1研 究主題 につ いて

平成12年度 生活部会研究主題

人とのかかわ りを深め、広げる学習活動の工夫

〈主題設定 の理 由〉

最近 の児童 の実態 と して、核家族化、少子化、高齢化 などの社会の変化 に伴 って、 人 とのか

か わ りが希薄化 してい ることが挙げ られてい る。友達 とのかかわ りが不 口」欠 と思 われ る生活 科

の授業 において も、 自分 と教 師 とのや り取 りにとどま り、友達 との教え合 いや意思 の疎通 を上

手 にはかれない児童 の姿 が見 られ るよ うにな った との指摘 もある。 一方、平成10年12月 に告 示

され た小学校学習指導要領 で は、生活科 の目標 にかかわ りの対象 と して 「人 々」 とい う言葉 が

新 たに加 え られた。具体 的な内容 の改善 では 「多様 な人 々と触れ合 う活動 の充実」 を挙 げ、 人

とかか わ ることによ って、集 団や社会 の一員 としての 自分の在 り方を考え た り、人 と適切 に接

した りで きるよ うにす ることが、 自立 への基礎 を養 う上で重要 なことで あると して い る。 多様

な人 々 と触 れ合 う活動 を充実 させてい くことは、生活科の重要な課題であるといえ るであろ う。

実 践 例(第1学 年)単 元 名 「わ た しに もで き る よ」

「お 手 伝 い は、 め ん ど う くさ いか ら好 きで は な い。」 と言 って い たM児 で あ っ た が 、 掃 除

名 人 と一 緒 に友 達3人 で 教 室 や廊 下 の 掃 除 を し、 ほ こ りや ごみ を きれ い に と る こ とが で き

た。 掃 除 名 人 に や り方 や こっ を教 え て も らった こ とが き っか け とな って 、掃 除 が お も しろ

くな った。 ま た、 一 生 懸 命 にや って いた こ とを友 達 か ら 「教 室 が きれ い に な って 気 持 ちが

い い。」 「とて もが ん ば って い た。」 な ど と認 め られ た。

そ う した こ と もあ って 、 ま たや りた い と い う願 い を もっ よ うに な り、 も う一 度 掃 除 名 人

に教 え て も らう こ と に な っ た。 二度 目に 名 人 か ら、教 え て も ら った あ とに は 「い ろ い ろ な

と ころ を掃 除 で きて お も しろか った。 あ りが と う。 家 で も掃 除 や る よ。」 と い う感 想 を 書

い た。 数 日後 、 み ん な で どん ぐり笛 を 作 った。 どん ぐ りの実 の か す が教 室 中 に 落 ちて い た

の に気 が付 き 「名 人 か ら教 え て も らった技 で掃 除 す る と きれ い に な る よ 。」 と 言 い 新 聞 紙

を ち ぎ って水 で ぬ ら し、 そ れ を まい て 、友 達 に もや り方 を説 明 しな が ら掃 除 を して い た 。

掃 除 名 人 と出会 い、 か か わ りを通 して 、掃 除 に興 味 を示 す と と もに、 自分 の 力 で や り遂

げ た こ とを皆 に認 め られ た こ とで 自信 を もち、 教 え て も ら った こ と を友 達 に伝 え る こ とが

で き た ので あ る。

、

児 童 は、 人 とか か わ る こと に よ って 活 動 へ の 意 欲 が 高 ま り、 人 に 認 め られ る経 験 を通 して 自

分 の よ さ に気 付 き、 自信 を もっ ことが で き る。 人 に認 め られ る こ とが 安 心 感 や 信 頼 感 に っ な が

り、 集 団 の 中 で 自分 にで き る ことを 進 ん で 行 お う と い う意 欲 に っ な が る。 この よ うな経 験 を積

み重 ね る こ と に よ り、 お 互 い の よ さを 認 め合 いな が らよ りよ い生 活 を しよ うとす る児 童 へ と成

長 す るで あ ろ う。

そ こで 、 本研 究 で は、 生 活 科 にお いて 人 とか か わ る活 動 にお け る児 童の 育 ちを 重 視 し、児 竜

が人 との か か わ りを 深 め 、 広 げ るた め の 学 習 活動 を 工 夫 す る こ と と した。 そ して 、 児 童 の 具体

的 な姿 を通 して検 証 して い きた い と考 え た。
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II研 究の構想

研究の背景

具体的な活動や体験を通 して、自分と身近な人々、

会及び自然 とのかかわりに関心をもち、 自分自身や

分の生活について考えるとともに、 その過程におい

生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ、 自立への

礎を養う。

生活科媚標二=二 一77丁 「 教育課程の基準の改善の基本方針

・豊かな人間性や社会性
、国際社会に生 きる日本人と

しての自覚の育成
・自ら学び、自ら考える力の育成
・基礎 ・基本の定着 と個性を生かす教育の充実

・特色ある教育活動の展開

児童の実態

・体験的な活動には、興味や意欲をもって取 り組 もう

とする。
・身近な人や環境にかかわる体験が少ない

。
・人とのかかわりが苦手な児童や主体的にかかわろう

としない児童が増えている。

生活科の改善の基本方針

雁ll灘 ㍊ 窪難1駕 、
きを大切にする指導が行われるようにすること
・各学校において、地域の環境や児童の実態に応 じて 、

創意工夫を生かした教育活動や、重点的 ・弾力的な1

指導が一層活発・できるよ・・す・・と
_⊥

生活部会研究主題

人 とのかかわ りを深め、広げる学習活動の工夫

目指す児童像
・身近な人に進んでかかわろうとする児童

・自分や相手のよさに気付 くことのできる児童

・自分に自信をもち、共に活動することのできる児童

研究のねらい E

具体的な活動や体験を通 して、児童が身近な人とのかかわ りを深めたり、広げ

たりすることのできる学習活動の展開を探る。
i

研究仮説

生活科の授業において、次のような児童の学びの姿を視点として学習活動を工夫することにより児童は人とのかかわ りを深

めたり、広げたりすることができるようになるだろう。

〈児童の学びの姿〉 ① かかわりへの顧いをもつ

② 共に活動するよさを味わう

③ 気付きを伝え、よさを認め合う

④ 繰 リ返 しかかわる

「 一 一一 研究内容 一 一「

(1>「 人 とのかかわり」にっいて基本的な考え方を探る。

(2)児 童が主体的に人とかかわりを深め、広げることのできる学習活動の工夫をす る。

(3)「 人 とのかかわ りの深まり・広がり」を見取 り、指導に生かす。

(4)人 とのかかわ りを重視 した活動案を作る際の視点を明確に し、年間活動計画案を

作成する。

「

■

研究方法

無灘副 撫詞ト
一

「一調査研究 一一一一一一一一「
'膿 論霧 わりについてi
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皿 研 究 の 内 容

1人 とのかかわ りの基本的な とらえ方

本研究 で は、文献 や先行研 究を参考 に しなが ら、 「人 とのかかわ り」「か かわ りの意義 」 「か

かわ りの深 ま り ・広 が り」 を、以下 のよ うに とらえた。

(1)人 とのか かわ り

人 に対 して 思 い や願 い を もち、 相 互 に働 きか け合 う こ と、

(2)か か わ りの意 義

・自分 の よ さや 可 能 性 へ の気 付 きを深 め
、 人 に認 め られ て い る、 人 の 役 に立 って い る と い

う 自信 を もっ こ とが で きる よ うに な る。

・自分 と相 手 と の共 通 点 や相 違 点 に気 付 き
、 自他 を認 め 、 受 け入 れ る こ とが で きる よ うに

な る。

・集 団 の 中 で 、 自分 にで き る こ とを 見 いだ し、 自分 の役 割 や責 任 を果 た そ う とす る意 欲 が

育 つ。

(3)か か わ りの 深 ま り ・広 が り

人 とか か わ る中 か ら得 られ る もの が、 自分 に と って価 値 が あ る と感 じ取 り、 自 ら積 極

的 にか か わ りを も と う とす る こ と。 さ らに、 相 手 へ の思 い や願 いが これ ま で よ り一 層

深 くな り、 自分 と相 手 との距 離 を縮 あ、 相 互 に影 響 し合 い なが ら、 か か わ ろ う とす る

こ と。

人 とかかわ る活動 を通 して得 た成就感、齪 感、 自分への 自信面 、、次 は 。うした1

い、 こん な 人 とか か わ りた い とい うよ うに、 自分 の 思 いや 願 いが次 々 に転移 され た り、

応 用 され た りす る こと。

本研究 で は、「人 とのかかわ りを深 め、広 げる学習活動 の工夫」(そ のために必 要 な教師 の

支援 を含 む)を す ることによって、 目指 す児童像 に迫 りたい。

学 習 活動 の工 夫

教師の支援
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2学 習活動の工夫

生活 科 において、人 とのかかわ りを深 め、広 げる学習 の過程で、児童 は様 々な心情面 や行

動面 での変化 を体験 し、 自分 自身 や相手 への気付 きを深 あて い く。 この よ うな学 びを実現 す

るため には児童が①かか わ りへの願 いをもつ、②共 に活動す るよ さを味わ う、③気付 きを伝

え、 よ さを認め合 う、④繰 り返 しかか わる ことが大切で あると考え た。

そ こで、 これ ら4つ の学 びの姿 を視点 として、学習活動の工夫 をす ることと した。

(1)か か わ りへ の 願 い を も つ

児 童 が 自分 以 外 の人 に興 味 や関 心 を も って か か わ ろ うとす るの は、一 緒 に 遊 び た い、 教 え

て も らい た い、 自分 の考 え や気 持 ち を知 って ほ しい、 友 だ ちや 身近 な 人 の こ と を知 りた い な

ど と思 う と きで あ る。 か か わ りた い と願 う ことで 児 童 は よ り主 体 的 に活 動 して い くと考 え た。

学 習 活 動 の 工 夫

・児 童 の 思 いや 願 いを 見 取 り、 同 じ思 い や願 いを もっ た児 童 同 士 の グ ル ー プ に した り、 思

い や願 い に沿 っ た対 象 とか か われ る よ うにす る。

・尊 敬 、 感 謝 、 驚 き、 興 味 、 関 心 な ど が わ き起 こ る よ うな、 出 会 いや活 動 の場 を工夫 す る。

・過 去 の経 験 の 中 で 、 か か わ って 楽 しか った こ とや で き る よ うに な った こ とを 振 り返 る よ

うに す る。

【地域 の方 とかかわ りなが ら、秋 ま き野菜 を栽培す る活動の例 一第1学 年】

春か ら育 てて きた アサ ガオなどが枯れ、涼 しくなる頃か らどの ような植物が育 て られるのか

活動 の見通 しを もてない児童が多かった。そこで地域で長年農業を営んでいたゲス トテ ィーチ ャー

(以下GTと 表記す る)の 伝 言と して、GTが 秋か ら栽培で きる野菜の種類 と育て方 を教 えて く

れ る ことを伝 え ることで、何 を育てた いか育 て

た野 菜 を ど う した いか 、 児 童 に活 動 へ の 願 い を

もたせ る こ とが で き た。 そ の願 い を見 取 り、 育

て た い野 菜 ご と に グ ル ー プづ くりを した。 また、

花 壇 に堆 肥 や 肥 料 を 入 れ 種 を ま く活 動 をGTと

のか か わ りへ の 願 いを は ぐ くむ場 と位 置 付 け、

仕 事 ぶ りを 見 た り個 別 に教 わ った りす る こ と を

大 切 に した。GTの 人 柄 に 触 れ 一 緒 に 活 動 し た

こ とで 、 親 しみ と教 え て も ら った ことへ の感 謝

の 気 持 ち を も った。

そ の後 、 「GTに 会 った よ。 挨 拶 が で き た よ。」

とGTと の再 会 を 喜 び 、 芽 が 出 る と 「手 紙 を 書

いて 知 らせ よ う」 とか か わ りへ の 意 欲 を 表 す 児

童 が 多 くな った。

〈GTと かかわる児童〉

一5一



(2)共 に活 動 す る よ さを 味 わ う

一 緒 に活 動 す る こ とが 楽 しい、 人 とか か わ りが もて て よ か った と思 え る体 験 を よ り多 くす

る こ とで 、 児 童 は身 近 な人 に進 ん で か か わ る と考 え た。 ま た、 か か わ りに双 方 向性 が な い と、

共 に活 動 す る よ さ を味 わ って い る と は言 え な い と と らえ、 他 者 との双 方 向性 が生 ま れ る活 動

を 工夫 す る こ と に した。

学習活動の工夫

・十 分 なか か わ りが もて る学 習 形 態(グ ル ー プ作 りの方 法 な ど)・ 場 の設 定 を 考 え る。

・一 人 一 人 が 役 割 意 識 を も って 活 動 し、 互 い に情 報 交 換 で き るよ うに支 援 す る。

(計 画 カー ド ・活 動 予定 の掲 示 な ど)

・他 者 との か か わ りの場 面 を、 相 互 に必 要 感 が あ り活 動 を深 め られ る場 と して い く。

【協 力 し合 い なが ら縁 日の準 備 をす る活 動 で の 例 一第1学 年 】

縁 日の お 店 づ く りで は、 か か わ りが 深 ま りや す い よ うに、 同 じ思 い や願 い を もっ3～5名 の

グル ー プ を編 成 した。 ま た、 児 童 が 活 動 しや す く、 か つ縁 日当 日に使 川 す る体 育館 を 活 動 場 所

と した。

少 人 数 な ので 、 協 力 の大 切 さや み ん

な で 活 動 す る楽 しさ を感 じなが ら、 活

動 中 の 教 え 合 いや 情 報 交 換 も多 くで き

た。 また 、 当 初 か ら体 育 館 を使 う こ と

に よ り、 広 い ス ペ ー スが 必 要 なお 店 の

準 備 も当 日使 う物 を 実 際 に使 い な が ら

ス ムー ズ にで き た。

縁 日の 準 備 活 動 の終 末 に 、 「え ん に

ち ワ ク ワ ク カ ー ド」 に記 入 す る時 間 を

設 定 した。 この カ ー ドに次 時 の予 定 を

書 き込 む こと に よ り、 本 時 の 自分 の 活

動 が ど うで あ ったか を評 価 す る こ とが

で き た。 また、一 人一 人 が見通 しを もっ

て しっか りと活 動 す る ことが で きた の

で、 自分 と相 手 の よ さ やが ん ば り も た

くさん 見 付 け る こ とが で き た。

さ ら に、1年 生 だ け の縁 日の 日 や2

年 生 を招 待 す る 日を 事 前 に知 らせ 、 そ

れ に 向 けて 準 備 が で き る よ うに した。

準 備 が進 ん で いな い グ ル ー プ は、 自 主

的 に 休 み 時 間 、放 課 後 な ど に活 動 して

いた 。

え1捧 ちワワワ7か・ド()
乙燭1£ えだ.ま プ)
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【1・2年 生 が教 え合 いなが ら、小動物 を飼育す る活動での例 一第1学 年】

入 学 後 ま もな く、 ま だ学 校 生

活 に慣 れ て い な い1年 生 が安 心

して2年 生 とか か われ るよ うに、

1・2年 生 の ペ ア をつ く った。

小 動 物 の 抱 き方 や チ ャボ の 世 話

の仕 方 を 教 え 合 い、 数 ケ月 一 緒

に世 話 を した。

共 に活 動 す る機 会 が増 す ご と

に、2年 生 は教 え よ う とす る意

識 が高 ま り、1年 生 は、 親 しみ

を もち 頼 りにす るよ うにな った。

0

そ うす る こ とに よ り、 児 童 は、 自分 の作 品 な

ど につ い て保 護 者 に 自然 に話 しか け る こ と が 多

くな り、 よ りよ い か か わ りが もて る よ う に な っ

て い っ た。

また 、 体 育 館 を使 う こ と に よ り、2ク ラ ス合

同 で ダ イ ナ ミッ クに活 動 す る こ とが で き、 児 童

は よ り多 くの人 とか か わ る こ とが で き た。

さ らに、 計 画 カー ド 「な にを っ くろ うか な」

を使 い、 次 時 ま で に準 備 す る こ とや 、 次 時 に 自

分 が す る こ とを確 認 で き る よ うに した。 そ う し

た こ と に よ り、 自分 の す べ きこ とが は っき り し、

カ ー ドを も とに保 護 者 と話 を した り して 、 か か

わ りを よ り深 め る こ とに もっ なが った 。

鷹

ぐ

る
く

【保 護 者 と の か か わ りを大 切 に した 、秋 の活 動 で の 例 一第1学 年 】

「あ き さ が しま ち た ん けん」 の活 動 で は、地 域 ご との グル ー プ に して 、通 学 路 が 秋 ら し く変

わ って きて い る こ とに気 付 け る よ う に した。 また 、 グル ー プ ご と に保 護 者 に も入 って も ら うよ

うに した 。

そ うす る こ とに よ り、 児 童 は安 全 に活 動 す る こ とが で き、 自分 た ちだ けで は見 逃 して しま う

よ うな こ と に も気 付 くこ とが で きた 。 ま た、 保護 者 に と って も、 普 段 見 慣 れ た 「ま ち」 を新 鮮

な視 点 で 見 る こ とが で き た り、 児 童 一 人 一 人 の よ さ に気 付 くこ とが で き た り して有 意 義 で あ っ

た。

「っ く って あ そ ぼ う」 の 活 動 で は、 作 りた い もの ご と に グ ル ー プを っ く り、 複 数 の保 護 者 に

も協 力 して も ら った。 例 え ば 、 マ テバ シ イ な どの 固 い ドング リに穴 を 開 け る と き な どに、 適 切

に か か わ って も らえ た。
rsに を つ く 弓 っ か な'(2)
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(3)気 付 き を伝 え。 よ さ を認 め合 う

気 付 い た こ とを伝 え、 自分 や相 手 の よ さを認 あ合 う こと、 つ ま り双 方 向 で 表 現 の や り と り

を行 う こ とに よ り、 児 童 は、 自分 や相 手 に対 す る よ さや 気 付 きを 深 め る ことが で き る と考 え

た。 そ して、 自分 や相 手 へ の よ さや気 付 きの深 ま りは、 人 に認 め られ て い る と い う 自信 や 、

自他 を認 め、 受 け入 れ よ う とす る態 度 の育 成 につ な が る と考 え た。

「二 学習甜 の工夫
・互 い に よ さや気 付 きを 伝 え合 う場 の設 定 を工 夫 す る。(パ チ パ チ タ イ ムな ど)

・発 表 方 法 を工 夫 し、個 に 応 じた支 援 を す る。(発 表 形 態 、 自己 評価 カー ドな ど)

【学 校探 検 でお世 話 にな った2年 生 を縁 日に招 待 した例 一第1学 年】

1単 位 時 間 の終 末 にパ チ パ チ タ イ ムを位 置付 け、 活 動 を通 して 感

じた 自分 や友 達 の よ さや気 付 きを グル ー プ内 で積 極 的 に発 表 し合 う

よ う促 した。 さ ら に、他 の グ ル ー プに も話 した い よ さや気 付 きを 発

表 し合 う場 を 意 図 的 に設 けた 。 「○ ○ さん に わ り ば し鉄 砲 の 作 り方

を教 え て も ら って 、 上手 に作 れ た。」 「み ん な で が ん ば った か ら、 た

く さん く じが 作 れ た。」 な ど、 自分 や 友 達 の よ さ を伝 え る こ とが で

きた。

そ して 、縁 日終 了 後 、 お店回 りを一緒 に した1・2年 混合 の グルー

プ で 、振 り返 り カ ー ドを 記 入 す る場 を設 け た。 振 り返 りカー ドで は、

が ん ば った こ と、 楽 しか った こと、 よか っ た こ とな ど肯 定 的 な 視 点

を設 定 した 。 教 師 も児 童 の よ さ や気 付 きを 見 取 り、 価 値付 けた り、

意 義 付 け た りす る こ とに努 め る と と もに、 全 体 に も広 げ た り、 意 味

付 け な どを す る よ うに した。 この カ ー ドを もと に、 グル ー プの バ チ

パ チ タイ ムを 設 け た。 さ らに、 全 員 がo感 想 を発 表 し合 う場 を 設

定 した。 「2年 の ○ ○ さん は優 しか った。 一 緒 に魚 釣 りを や って 、

い っぱ い釣 って 嬉 しか った。」 「1年 の店 は全 部 楽 しか っ た。 ま た、

た くさん 景 品 が も らえ て よか った。」 な ど、1・2年 相 互 に 自分 や

友 達 の よ さや か か わ りの楽 しさ を伝 え る ことが で き た。

〈1、2年 混 合 の グ ル ー プ〉

えん`=ち δ・ソガえソ1カード

C )

【ろ う学 校 の児 童 と共 に計 画 ・準 備 ・祭 りを した例 一第2学 年 】

1単 位 時 間 の終 末 に、 自分 や友 達 の よ さ や気 付 きを 認 め合 うパ チ

パ チ タイ ム を位 置 付 け た。 そ して、 振 り返 りカ ー ドを 活 用 し、 自分

や 友 達 の よ さ、 が ん ば った こ とや授 業 の感 想 を記 入 す る時 間 を設 定

した。 「ろ う学 校 の00さ ん と一 緒 に く じを作 った こ とが 楽 しか っ

た。」 「00さ ん は ア イ デ ア が よ くて、 金 魚 の作 り方 を一 生 懸 命 考 え

て い た。」 な ど、 自分 や友 達 の よ さ を詳 し く伝 え 合 うこ とが で きた 。

さ らに、 活 動 の振 り返 りを 重 ね る ご とに、 よ り細 か い ことに気付 き、

よ さ を認 め 合 う こ とが で き る よ う にな って い った。

ふりかえ りカー ド

1慨 日(。)[==ニ コ

1達 隷 艶 澱 したこと働Wま ったこと

fイ ロ 》とゴ馳一フ＼'で竃うて'多}」を〔つ

へ 苔資 に、が ん・δh・た。

2.き ょうの学しゅうは、たの しかったですカ㌔

● ㊤ ◎
わけ

しめ 紋 の 終 に すご'く筋L伝

3.と もだちのよいところをみつけたら、かきまし
ょう。

くん め"'怯 に 缶9げ

物'つ9礁 を 、墨 ほ4高 げマ

い 牝.
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【保 育 園 児 を縁 日に 招 待 した例 一第2学 年 】

!単 位 時 間 の終 末 に 、 自分 の 活 動 を 項 目 ご とに 細 か く 自

己評 価 し、 グル ー プの 友 だ ちの 活 動 の よ さを 振 り返 リカ ー

ドに記 入 す る時 間 を 設 け た。 そ して 、 パ チパ チ タ イ ム を 位

置 付 け、 失 敗 や 批 判 よ り も よ さを 認 あ 合 う よ う促 した。

「み ん な で き ちん と活 動 で きた。」 「○ ○ 君 は 、 最 後 に生 活

科 ル ー ム を きち ん とそ う じ して い た 。」 な ど、 自分 は も ち

ろん 、 友 だ ち の活 動 も しっか り見 っ あ、 伝 え て い た。 そ し

て 、 縁 日終r後 に 今 まで の 活 動 を 肯 定 的 に振 り返 って 感 想

を書 くよ う促 し、 自分 や 友 だ ち の よ さ を認 あ合 う場 を設 定

した。 「保 育 園 の 了 が来 た か ら、 が ん ば っ た。」 「今 度 は違

うお店 を や って み た い。」 「も っと面 白 い 店 を や り た い 。」

「ま た 、 力 を合 わせ て や りた い。」 な ど、 かか わ りの楽 しさ

を 味 わ い、 今後 へ の 意 欲 を もっ 姿 が 表 れ た。

(4)繰 り返 しか か わ る

こピも晃んに5竃 しよう1 く9用d恥 日雛___

.よ うoPつ ピ5罷3り 怨晃つて轟よ5

じ 心ζん の こC

とar_strの し く で 費 聖 しrb
.

曾▽んで い弓いら塗こと唖 し塞し隠0.

Oじぷんasヒ もraへnaし 趣け軍し肥0 .

じぶんのaも,て いるここ壁 こもだもにnaし 塞し隠趣 . @
【●よくで9星 し隠O尼 い尾いて9象 」匿 ▲rこ しr臼 顧曽んでL厘,

eよ ∋のaつ とうで がんぱつたこヒ45れ しaつ 慶こと豊Oこ う.

一櫨_力 以bし 戒汚 〔払 あい死 」じL・渓z

」三とこ3_登 一勿 エ_互 獲 至 五 __一

と 塾 尼 魯 の こ ど 殴 _」グ

`闇 智蕊 第～礎樽 砺
,蕉次剖

1艦 、∵桝 ミζ㌻1デ芝離 彩ぎ欝 蕩,
'鷲 ごτ乞潔 艶 募

,暴5撫
【 ⊃8ん の よ ◎,隠 と こan、

(⊃ さAのtoつ 肥 と こ5ぼ,

みべ簿85♂ 人^し こ`tEか1医 痔㌧マい1」`庖 ね ノ/

人 とか か わ る時 、 一 度 会 った だ け で は相 手 に対 して親 しみ を もち、 相 手 の よ さや 自分 と の

違 い に気 付 い た りす る の は難 しい。 何 度 も繰 り返 しか か わ りを もっ こ とで だ ん だ ん と相 手 の

こ とが分 か り、 親 しみ を も って接 して い く うち に相 手 の考 え も尊 重 で き るよ う に なっ て い く

と考 え た。

学習活動の工夫

・繰 り返 しか か わ る こ とを生 活 科 の年 間活 動 計 画 に位 置 付 け る。

・児 童 が か か わ りへ の願 い を も った時 に そ れ を生 か せ るよ うな ゆ と りあ る計 面 を 立 て る。

・日常 的 なか か わ りを大 切 に す る。

【1年 生 が6年 生 と繰 り返 しかかわ った例】

『1年 生

の思 い」

『6年 生

の思 い 』

「6年 生が道

具の出 し方 を

教えて くれた

よ。」(日 常)

仕事発表会 に6年 生 を

招待 。 「劇 が うまい、

とほあられてうれしかっ

た。」(生 活科)

　 ノ

＼,〆
　 ノ

＼!1

「1年 生 に本 を読

ん で あげ た ら、 静

か に聞 いて くれ た

よ。」(目 常)

＼
、

販
＼
、

r

「家 に帰 っ

て一緒 に遊

ん だ よ。」

(日常)
L

ノ 　
ノ

ノプ ＼毒
!＼
!

　 ノ雇
され る。 「梅 ジ ュ

スお い しか った、

「膿欝曹
をか けて くれ るの

で学校が楽 しくなっ

」 た
。」(生 活科)

　 ノ
＼ ノ7ノ

IL壁 」
隙 器 躍;
1ぼ くた ち も張 り切 って演 奏

iし たよ。」

1

◎ 入 学 当初 の 出 会 い が き っか け と な って繰 り返 しか か わ る活 動 を行 った。1年 生 は6年

生 に対 し心 を 開 き親 しみ を もって 接 して い る。6年 生 も思 い や りの気 持 ち や最 上 級 生

と して の 自覚 が深 ま った。
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3人 とのかかわけの深 ま り、広が りを見取 る工 夫

(1)目 的

研究仮説 で示 した 「児童 の学 びの姿」を視点 とした学習活動 を工夫 す る こ とによ り、 「人

とのかかわ りの深 まり ・広が り」を見取 り、 よ り活動 が深 まるよ うに支援 す ると共に、学習

活動 の工夫 が適切 であ ったかを評 価 し、事後 の指導 に生かす ために次 のよ うな見取 りの工夫

を行 う。

(2}方 法

児童 自身 の学習 カー ドや振 り返 りカー ド(自 己評価)の 工夫、視聴覚機器 の活用、教 師 の

観察 によ る見取 り表 の活 用 によ り、児童 のっぶ や きや表情、行動 などを計 画的 に記 録 す る。

また、1単 位時間 ごと及 び単元全体 を通 して、2通 りの個表(見 取 り表)を 作成 しなが ら意

図的 に児一童の変容 を見取 る。

(3)見 取 り表

① 単元 を通 した観察対象児 を決 める。

単元全体 を通 して、児童 の変容 を探 るため、観祭対象児を中心 と した人 とのかかわ りを見

取 って い く。

【例 】 単元名 「わ た しの大好 きな家族」(第1学 年):太 枠 部 は学習後 に記入

児童名 K児 育てたい児童の姿 自分の思いを相手 に伝え 自信を もって活動することがで きる

1 日付 活動への思いや願い 期待するかかわり かかわ りへの思いや願い かかわりの様7 [自 分や相手のよさへの気付き

靴洗 いが上手 名人 に教えて ・名 人 に 教 わ っ て 「み ん なて し ゅっ し ゅ っ と い ・一一生 懸 命 ぼ くは が ん ば っ

に な りた い な 。 も ら い た い こ 靴洗いがL手 にな う音 を聞 き なが らや って た ら、[た 。

9
/

とが 自分で聞

ける。

りたい。 みんなの

靴を洗 ってあげた 鴇 考慰 製 けどみん}
18

い 。 ・名 人 か ら手 なで 持 っ た ら大 丈 夫 だ っ た。」

紙が来たよ。 電話

してお願いしますっ

て 言 い た い な。 「

一 一 一

r

」
▼一 一一 一酬 一 一

一 一 響

i io
・靴 洗 いをみん な 「靴洗いを教えてあげたら、 ・S君 は最後まで.一生懸命

「

/
に教 えてあ げた い みんなの靴 もとってもきれい 洗 って とって もきれ い に な っ

5 な 。 に な ・て喜 ん で くれ た か ら う1て た ・

れ しかった。」[
「

②1単 位時間で のかかわ けを見取 る観察対象児 を決め る。

全員分 の名前 を入 れて、1単 位時間 に数名ずつ意図的 に見取 り、 その単元 が終 わ る頃 ま

で に全員 の見取 りがで きるよ うにす る。

【例 】単 元名 「わ た しの大好 きな家族」(第1学 年):太 枠部 は学習後 に記入

児童名 育てたい児童の姿 活動への思いや願い かかわりへの思いや願い かかわりの様子 自分や相手のよさへの気付き

Y児 友 だち に思

いを伝 え な

が ら行 動 て

きる。

縫い物 縫 い物 名人 に教 え

てもらって家の人

にプレゼ ン トした

い。

「名人 と一緒 で うれ しか った。」

「友 だ ち が 教 え て くれ て う ま

くい って うれ しか った。」[

・友 だ ち が わ か ら な い時 に教

[え て くれ て うれ しか っ た。
9/18

↓_一 一一

u児

一
友 だちの よ

さに気 付 き

認ある。

ア イ ロ ン 家ではや った こと

がないか ら教 えて

もらうのが楽 しみ

馳 一

「名 人 が い っぱ い ほ め て くれ

て うれ しか った。」

・Yさ ん が い っぱ い教 え て く

れ た。 と って も ヒ手 なんだ よ。

9/18一 ゾー一一》w一 ___一
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4実 態調査

(1)調 査 の 目的

児童 が友達 や地 域の人 とどのよ うに、 どの程度かかわ って いるかを探 るために、1・2年

生を対象 に実態調 査を した。

(2)調 査 の方法

調査対象 都 内公立小学 校12校1・2年 生児 童 回答数1年 生449名2年 生322名

調 査方法 多 岐選択法及 び 自由記述 と聞 き取 り

10月 の晴天 の水 曜 日の翌 日に実施

(3)結 果 と考察

問1何 人の友達 と遊ぶ と楽 しいですか。

①1人 ②2人 ③3人 ④4人 ⑤5人 以上

5人 以 上 と答 え た児 童 が1年 生 で約50%、2年 生 で 約60%

と最 も多 く、 多 人数 で遊 ぶ ことを好 む児 童 が多 い ことが分 か っ

た。 次 に多 い の が 、2人 で あ る。 と くに1年 生 で は、20%が

2人 と答 え て い る。2人 な ら大 勢 で遊 ぶ よ り、 意 見 の対 立 が

生 じる こ とが少 な くな り、 自分 の思 い通 りに遊 べ る ため で あ

ろ うか 。

1単 位:%}

70

so

50

40

30

20

¶0

0,

1人s人3人 麟噸翻團

…

・

備

■

一

一

一

一

`人a人bU二

團

問2昨 日は、何人 で遊 び ま したか。

①1人 ②2人 ③3人 ④4人 ⑤5人 以上

問1で は、5人 以 上 の大 勢 で の遊 び が 楽 しい と答 え た 児 童

が 多 い が、 実 際5人 以 上 で遊 ん だ の は、1年 生 で23%、2年

生 で は14%と 少 なか った。 大 勢 で遊 ぶ 場 所 が なか った り、 習

い事 が あ った りで 、 大 勢 が 集 ま る の は難 しいのか も しれ な い。

同 様 に、1人 が楽 しい と答 え た の は10%未 満 だ った に もか か

(単 位=%)

70

so

50

40

30

20

10

0,

1人

二L

i...一 一

ユ ・

}Y;

噸■■.--■ ■

■麟 …■圏

■■ ■o.・

圏 1島
灘 ■團 ■翻■" 1翻一,一

團

z人3人4人6人 以上

わ らず 、 実 際 に は1人 遊 びが1年 生 で23%、2年 生 で21%で あ った。 調 査 対 象 校 の 中 に は 、 遠

距 離 通 学 が 多 い た め近 所 に 遊 び相 手 が い な い場 合 もあ るが 、1人 で 遊 べ るTVゲ ー ムな どが あ

る こ とや 、 約 束 を うま くで き な いな ど、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 不 足 の影 響 等 が 考 え られ る 。一
① 外 遊 び ②TVゲ ー ム ③ カー ド ④ そ の他1

ア ンケ ー トは晴 れ た 日の翌 日に と った が、 外 遊 び を した の

は、1年 生40%、2年 生39%で あ った。 内遊 び の 主 流 で あ る

TVゲ ー ム は、 、1年生25%、2年 生27%と い う数 字 で 、 相 変

わ らず 人 気 が あ る。 暑 くな った り、 寒 くな った りす る と、 こ

の 数 字 は さ らに増 え るの で は な いか 。TVゲ ー ムの 場 合 、 た

1単 位=96)

0

0

0

0

0

0

0

0

7
・

6

5

4

3

2

1

團

とえ 友 達 と一 緒 だ と して も、 か か わ りは薄 くな り、 一 人 遊 び に近 い。 ま た、 『そ の 他 』 と して、

一11一



ピア ノを弾 い た り昼 寝 を した りす る こ と も内遊 び と考 え て い る ことが 聞 き取 りか ら分 か っ た 。

間4昨 日は、誰 と遊 びま したか。

①同学年 ②他学年 ③兄弟 ④父 母

⑤祖父母 ⑥幼 ・保 育園 ⑦ その他

同 学 年 が 多 く、1年 生35%、2年 生43%で あ った。 ク ラ ス の 中

に 仲 の良 い友 達 が で きた こ とが要 因 で あ ろ う。父母 と遊 ぶ児 童 は、

1年 生12%に 対 して2年 生5%で あ る。 この 頃 か ら父 母か ら離 れ、

友 達 と遊 ぶ 方 を好 む傾 向 が顕 著 に な る とい え よ う。2年 生 に な る

とか な り交 際 範 囲 が広 が る とい え る。 祖 父 母 との かか わ りは少 な

く、 お 年 寄 りと の 出会 い は児 童 に と って新 鮮 なか か わ りに な る と思 わ れ る。

(単 位;%}

70

so

50

40

30

20

10

0

闘学」F蝕学卑 兄第 弐像 縄5～働 幼・像その髄

問5家 族や先生 の他 によ く話 をす る大人 は誰ですか。

① 友達の父母 ②近所 の人 ③店 の人

④ いない ⑤ その他

近 所 の 人 、 店 の人 、 友 達 の父 母 と自宅 近 くの地 域 の人 で 、1・

2年 生 と も80%に 達 す る。 地 域 の人 との言 葉 の や りと り はで き て

い る と いえ る。 しか し、 よ く話 をす る人 が 『い な い』 が 、1年 生

で17%、2年 生 で11%い た。 地 域 の人 との触 れ合 い が 少 な い児 竜

に機 会 を 与 え る こ とが必 要 で あ る。

(単位:%}

0

0

0

0

0

0

0

0

7

6

5

4

つ
9

2

1

a遣 の5～塚近翫の人'店 の人 層いない'そ の蝕'

問6家 の 近 くで、 知 って い る人 に会 った時 、

あ い さっ を して い ま す か。

① よ くす る ② と きど きす る ③ あ ま り しな い

① よ くす る と② と きど きす るを合 わせ る と80%以 上 に な る。 あ

い さっ は、 人 と のか か わ りの第 一 歩 で あ り、 今 後 も繰 り返 しあ い

さっ の 励 行 を指 導 して い く こ とが必 要 で あ ろ う。 あ い さっ を 『よ

くす る』 児 童 は1年 生45%に 対 して、2年 生 で は57%と 増 加 し、

「あ ま り しな い』 児 童 は1年 生17%か ら2年 生5%に 減 少 す る。

2年 生 に な る と、

う と い う気 持 ち も芽 生 え て く るか らで あ ろ う。

(単位=%)

70

60

50

40

30

20

10

0
よ くする とeどr'n*り しない'

1年 間 の学校生活 の経験 を通 して、視野が広が り、 自分 か ら人 に働 きか けよ

児 童 に 「友 達 と遊 ん で い て楽 しい の は ど ん な と きで す か。」 と い う聞 き取 り調 査 を 行 った 結

果 、 鬼 ご っ こや サ ッ カー、 ドッ ジボ ー ル な ど、 比 較 的 大 勢 で遊 ぶ 遊 び が楽 しい と答 え る児 竜 が

多 か った。 楽 しい と感 じる理 由 は さま ざ ま だ が、 友 達 に 「上 手 だ ね」 「強 い ね 」 と認 め られ る

うれ しさや 友 達 との教 え合 い の楽 しさを あ げ る児 童 も少 な くな か った。 遊 び の 中 で 人 とか か わ

る こ と に よ って 、 自分 は で き るん だ とか、 自分 は人 の役 に立 って い る と い う 自分 自身 へ の気 付

きが 生 まれ 、 自分 に対 す る自信 を もっ こ とに っ なが るか らで あ ろ う。
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5年 間活動計画 について

(1)年 間活動計画作成 の視点

本研究で重視 した学 習活 動の工夫を もとに、児 童が人 とのかかわ りを深 め、広 げる年間活

動 計画作成 の視点 を以下 の4点 にまとめた。

【視 点 ① 】 児 童 の か か わ りへ の 思 いや 願 いが 、 他 の活 動 につ な が る 単 元 の 配 列 を 工 夫 す る。

児 童 が あ る活 動 で 人 との か か わ りを 深 め る と、 他 の 活 動 で も同 じ人 へ のか か わ りへ の 願

い を も って 、新 た な活 動 を 展 開 す る こ とが 考 え られ る。 この よ う な児i-'.のか か わ りへ の 思

いや 願 い が連 続 し、 発 展 して い け る よ うな 単元 配 列 を 工 夫 す る。

【視点②】具 体的な活動や体験が よ り豊か にな るような人 とのかかわ りを位置付 ける。

人 とかかわ ることのみを 目的 とした単元設定 をす るこ とは、活動 内容 を狭 め、児 童の思

いや願 いの広が りも乏 しくなる と思 われる。8っ の内容項 目に対 して どのよ うな人 とかか

わ ることで具体的 な活動 や体験 が深 まるか、地域 や児 童の実態 を考 慮 して単 元 を構 成 し、

年 間活 動計画案 に位置付 ける。

【視点③ 】ゆ と りをもち、相互 に意義 のある活動 を位置付 ける。

児 童が共 に活動 す るよ さを味わ うに は、十分 にかかわ り合え るゆ とりが大 切で ある。 ま

た、児童 とか かわ りを もっ相手 やその指導者 に、活動 を負担 に感 じさせて は繰 り返 しかか

わ る ことは難 しくな る。無 理のな いゆ とりあ る計画 であ ると同時に、特 に異学年 や他校種

の児童 ・生徒 とのかかわ りで は、かかわ る相手 の学 習活動 との接点 を と らえ、相互 に意 義

を もて るよ うにす る。

【視点④】2年 間を見通 して、身近な人々 と繰 り返 しかかわ る活動を位置付 ける。

校 内、異学年 、家族 、地域 の人 々と、2年 間の スパ ンの中で繰 り返 しかかわれ るように、

位置付 け る。

(2)年 間活動計 画の作成

上記 の視点① か ら視点④及 び学習指導要領 の8っ の内容項 目(1)か ら(8)、さらに10の 具体 的

な視点 アか らコを踏 まえ、児童 や地域 の実態 の異 なる2校 の年間活動計 画案 を作成 した。
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IV実 践事例

1第1学 年 「わ た しの 大 好 き な家 族 」(11時 間)

(1>単 元 のね らい

○ 家 族 の 温 か さや 家 族 の 大切 さを 感 じ、 家 庭 生 活 に関 心 を もっ こ とが で き る。

○ で き る よ うにな り た い こ とを 見付 け て進 ん で取 り組 む 。

○ で き る よ うにな っ た こ とを 家 庭生 活 に生 か そ うとす る。

② 育 て た い児 童 の 姿

〈家族 との か か わ り〉

・家 族 の仕 事 に関 心 を も って 一 緒 にや って み よ う とす る。

・役 立 って い る こ とに喜 び を感 じ、 進 ん で仕 事 を す る。

・家 族 の よ い と ころ や得 意 な こと に関 心 を もち、 話 して くれ る こ とを聞 こ う とす る。

〈友 だ ち との か かわ り〉

・一 緒 に仲 良 く活 動 しよ うとす る。

・友 だ ち同 士 で教 え合 った り、 で き る よ う にな った こ とを認 め 合 った りす る。

・友 だ ち の家 族 の よ さ に気 付 き、 伝 え 合 う。

〈友 だ ち の家 族(GT)と の か か わ り〉

・友 だ ち の家 族 と親 しみ を も って 接 す る。

(3)本 単 元 に お け る学 習 活 動 の工 夫

〈学 習 活 動 の工 夫 〉 〈育 て た い 児 童 の 姿 〉

ア.夏 休み発表会を開き家族 と共に過 ごした楽 しさや よさを

思い出す機会をっ くる。 ＼
i

㎝

願 か ①
い か
を わ
も り
つ へ

の

イ.友 達 の家族(GT)に 実 演を して もらいかかわ りへ の意欲

にっ なげ る。

ウ.友 達の活動がよく見えるように同 じ思 いを もった少人数

のグループを構成する。
iよ 共 ②
」

さ に

潮篇
冑 葛
i

エ.『名人からの伝言』 という形でGTか らグループの児童に

むけて手紙を送ってもらい意欲を高ある。

オ.GTに 教えてもらい、認めてもらうことによってrで きる』という

自信につなげ家庭でも実践してみようという意欲につなげる。 一

カ.発 表会(パ ビリオ ン形式)を 開 き、 家庭 で の実践 を教 え

合 う場をっ くる。

l
l「i薦 「

1隠 婁
噛

人
と
の
か
か
わ

り
の

深
ま

り

キ,活 動を振り返り自分のがんば りや友達のよさなどを書 き

込めるカー ドを活用する。

め を
合 伝
う え劇

ク,家 庭 で 自分がや ってみ た ことを教 え合 いお互 いの よ さに

気付 くことがで きるようにす る。(パ チパ チタイム等)

擁 ④
{隊
L____l
i
-一 一一

1

ケ.Pチ ャレンジさせてねカー ド』 を作 り、家族とふれあいなが ら

GTに 教えてもらったことを継続 しようという意欲にっなげる。

コ.GTに 自分がや ってみた感想やで きるようにな った思 いを

自分 な りの方法で伝え る。
1

人

と

の
か
か
わ
り

の
広

が
り
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(4)活 動 計 画(11時 間)

児童の活動[コ,家 庭での活動,児 童の姿(),学 習活動の工夫

1

主にかかわる人

一

【活動 の き っかけ】(朝 の会 な どで)

・『夏休み の思 い出発表会」 を行 い、 家族 と過 ご して楽 しか った ことを発表 す る。

一,一 一一 一一,一,一 冒一 一一 響一 一一 一一 一一 一一 一一 鞠一 一一 冨一r-一_一 一 一一 一一 冒一 一一

1す ごいな!わ た しの家族(4時 間)(ア ・イ ・ウ ・エ)1

・家族 のよ さや得 意な ことを発表す る。

・友達 の家族 の技 を見せて もらう。

・自分 でや ってみた いことを決 める。

・教 えて も らう人 にお願 いの方法 を考 える。
「○○君のお母(父)さ んに教 えて もらい

たい。」(視 点①)

_一_一_一_冒_一 一 一『 冒一 噂一 一『 一一 一一 一『 冒一 一一 一『 冒一 冒一 幽一 響一 一_一 一 一一 甲}冒 一 一一 層一

1チ ・ レンジ しよ う!(塒 間)(ウ ・わ キ ・ケ ・コ)1

・友達 の家 族(名 人)に 教 えて もらう。

◇家 の仕事(ア イロンがけ・料理・靴洗い喰器洗い,洗濯など)

◇家族 と一 緒 に楽 しむ こと

(マ スコット作 り・割 り箸でっぱうなど)

「○○ さんのお母(父)さ んにほめて もらっ

て うれ しいな。」(視 点②)

・友達

一一 冒一 一一

・家族

・友達

・友達の家族

(GT)

・友 達

・家 族

・友達

「○○君が手伝ってくれてうれしかった。」(視点②③)

「家でもやってみよう」(視点①)
ー
・家庭で活動す る1

・家 で チ ャレンジした ことを発 表す る。

グループに分 かれて、それぞれが工夫 した

方 法で 自分 が家庭 で取 り組んだチ ャレンジを

発 表す る。

「もっと他の こともや ってみ よう。」

「喜んで くれて うれ しか った な。 またや り

た いな。」(視 点①④)

(紙芝居 ・ペープサー ト・実演 ・絵をかいて説明するなど)

・教 え て くれた人 に家 でや ったことを知 らせ る(手 紙 など)。

_響_一_冒_曽_一 一 需一 一一 層一 一一 一一 一一 一『 冒一 一一 一一 　一 一一-一 一『-一 　『 冒一 曽一 謄一,一 冒一

1私 の で きることを教 えて あげよ う(3時 間)(ウ ・カ ・キ ・ク ・コ)1

「・家 族 に自分 ので きることを教 えてあ げる。

(GTに 教えてもらったこと・折り紙・あやとり・マスコット作りなど)

「またリンゴをむいてあげよう。」

「今度は家族に折 り紙を教 えてあげてあげ

たいな。」(視点①④)
家庭 の仕事 に限 らず、 自分 にで きることで

家 族 と共 に活動 して楽 しむ。

・家でや ってみた ことを友達 に も広あ る。

(同 じ活動をするもの同士でグループを作る。)

(パビリオン形式で発表するものと聞くものに分かれて行う。)

(パ チパチ タイムで よさを認 め合 う。)

「おばあちゃん(お じいちゃん)と やったあや

とりをみんなにも教えてあげよう。」(視 点①)

「○○君は一生懸命教えて くれたよ。」

「△△さんが教えてくれたこと楽 しか った。」

(視点②③)

一
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⑤ 学 習活動 の工夫 と児 童の変容

[コ;観 察対象児童(N児)口;学 習活動の工夫

す

ご

い

な

!

わ

た

し

の

家

族

チ

ヤ

レ

ン

ジ

し

よ

う

!

わ

た

し

に

で

き

る

こ

と

を

教

え

て

あ

げ

よ

う

「す ごい な00ち やん。 ぼ

くもお うちの人 に食 べ さ

せて あげたいな。」
一 一 一F

夏休みの思い出発表会を

行 う。(ア)

1
1

1

1
v 名人(GT)に 実演 して}1

もらうことによ って、興i

味を促す・(イ)」i

「ぼ くも名人 み た いにで き

るよ うにな ってお うちの

人を びっくりさせたいな。」

i
l
i

い

v

「T君 はうま くい って るの

になか なか うま くいか な

いそ。」

二;一

少人数のグループを構成1
1

し友だちの活動がよく見1

えるよ うにす る・(・)1

v

「うま くいかなくて悔 しかっ

た。 で もT君 が ほめて く

れたか らうれ しか った。

もっとうまくな りたいな。」

L_

各 グル ープに名人(GT)

に入 って もらい、励 まし1

た り、声をか けた りして

もらえ るようにす る(祖 」
1

l

/
[

隆鍵 渕i
lI

「一緒 に練習 して い っぱ い

ほめて もらったよ。 リン

ゴがむ けるようにな った

か らみんなに も教え て あ

げたい。」

l

l

一 一 一 」 パ ビリオ ン形式 で教 え合il

う(カ) i
l
i

l
l

v l
L_ パチパチ タイ ム(ク)

旨 お友だちがほめて くれて

うれ しか った。」

妙
「0君 は工夫 してい たよ。」 1

v

・お うちの人 といっ しょに またや りたいな
。

●名人 に他 の ことも教えて も らいたし'な・(振 り返 りカー ド)劃

i
I
i

1 一」

夏休みの思い出発表会を

に入 って もらい、励 まし

(6)観 祭 対象 児 童(N児)の 変 容

『夏 休 み思 い 出 発 表 会 』 の 中

で、 「お う ちの 人 に リ ン ゴ を む

い て あ げ た ら と って も喜 ん で く

れ た。」 と い う友 達 の 発 表 を 聞

い て、N児 は(ぼ くも リ ン ゴを

む いて お うち の人 を喜 ば せ た い

な。)と い う活 動 への願 いを もっ

『技 を見 せ て も らお う」 の 中

でGT(名 人)の リ ン ゴ む き を

じ っ と 見 っ め て い たN児 は 、

「す ごい ね え。 上 手 だ ね え 。」 と

感 激 して い た。 そ して 「ぼ くも

あん な風 にむ いて お う ち の 人 を

び っ く りさせ た い。 名 人 に 教 え

て も ら って う ま くな りた い な 。」

(視 点 ①)と い う願 い を 強 く し

て い た。 また 『名 人 か らの伝 言』

で 「難 しい けれ ど、 む け る よ う

に な って お う ちの 人 に食 べ さ せ

て あ げ た らき っ と喜 ん で も らえ

「1議謙 制li痴し鵬 鴇 鴛 ∵
(ケ2」i匹「手 紙 が 来 た よ

。 ぼ く も お 願 い

IIし ます って電 話 をか け た いなあ。
パ ビリオ ン形式 で教 え合il早 く _緒 に や りた い な あ 。(視

1点 ①)」 と名 人 と活 動 す る こ と

1を 楽 しみ に して い た。

『チ ャ レン ジ しよ う』 の 中 で

N児 は、 名 人 の 手 先 を よ く見 て

ま ね よ う と した り(視 点 ②)

「家 で や って みた よ。」 と言 っ

て 器 川 に む い て い る友 達 の 様 子

1を じっ と見 た り して い た 。(視

1点 ②)
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や って み る とな か な か うま くいか ず 、 活 動 に飽 きて し ま った と こ ろ も見 られ た。 しか し、

同 じグル ー プ の友 達 か らの 「が ん ば れ 。」 「も う少 して で き そ うだ ね え。」 「う ま いね え 。」 「が

ん ば っ たね 。」 と の声 か け で気 持 ち を取 り直 して い た.(視 点 ②)

活 動 の後 で 「み ん な に食 べ させ て あ げ よ うよ。」 と グル ー プ の友 達 に 声 を か け て い た。 ク

ラス の友 達 に 「自分 で む い た の?」 「す ご いね え。」 と認 め られ 、 「リ ン ゴ チ ー ムで よか った

ね。」 と喜 ん で い た。 また 、 「T君 は上 手 だ ったね。ぼ くはなか なか うま くい かな くて悔 しか っ

た。」 とっ ぶ や い て い た の に 対 して 、T君 か ら 「全 部 自分 で む い てN君 もえ ら か った じ ゃ な

い。 手 伝 って くれ て うれ しか った。」 と認 め られ と て も う れ しそ う に して い た。(視 点 ②)

N児 に と って 「りん ごの皮 む き』 は、 か な り高 い壁 で あ っ た。 しか しグル ー プ の友 達 に認

あ られ た り、 励 ま さ れ た り、 名 人 に手 伝 って も ら った りす る こと に よ って 、 が ん ば ろ う と い

う思 い を もっ こ とが で きた。 そ して 「も っ と うま くな りた い な。」 と 自分 の 思 い を 表 現 して

い た。

N児 は、(お う ちの 人 と一 緒 に や ってみ た い な)と い う気 持 ちを もって お り、 「チ ャ レ ン ジ

させ て ね カ ー ド』 に よ って 家庭 で の 協 力 を 仰 いだ。 家 庭 で も取 り組 め る よ うに し、 励 ま して

も らっ た り、 一 緒 に楽 しん だ りす る こ とが で きた こ とで 、N児 は 「発表 会 で は う ま くな った

技 を 披 露 した い な。」 と い う思 い(視 点 ①)を もっ ま で に な った。

『パ チ パ チ タ イ ム』 で は 「と って も上 手 で び っ く り した よ。」 と ほ め られ た り、 『チ ャ レ ン

ジ しよ う』 で一 緒 に 活動 したT児 か ら 「上 手 にな った ね。 い っぱ い 練 習 した ん だ ね 。」 と認

め られ た り して 、 とて も満 足 そ う な顔 を して い た。(視 点 ③)

これ まで な か な か 友 達 の よ さ を見 付 け る こ とが で き なか ったN児 で あ っ た が 、 「O君 は 包

丁 じ ゃな くて 、 簡 単 にや る工 夫 を して た よ。」(視 点③)と 友 達 の 工 夫 を 認 め て い た 。 友 達

か らが ん ば った こ とを認 め られ た こ とで 自信 を もち、 自分 も友 達 の よ さ を 見付 けて 発 表 しよ

う と意 欲 的 に なれ た。 そ して達 成 感 を得 た こ とで、 で き る よ う に な っ た こ とを 「名 人 に教 え

て あ げ た い な 。」 と手紙 を書 い て 知 らせ た い とい う願 い や 、 「他 の こ と も名 人 とや って み た い

な。」 と い うか か わ りへ の 願 い を もつ こ とが で きた。(視 点 ① ④)

(7)活 動 を 終 え て

家族 の得 意 技 を 自分 で もや って み たい な とい う思 い の も とで 『チ ャ レ ン ジ しよ う』 の活 動

を 行 った。 小 グル ー プで 友達 の 活 動 が よ く見 え た こ とや 、 一 人 ず つGTに 入 って も ら って 言

葉 を か けて も ら った り、認 め て も らっ た り した こ とで 、 児 童 は 自分 の 活動 をふ く らま す こ と

が で き、 自分 の 家 族 に も見 せ た い と い う思 いを 強 く もっ こ とが で きた 。 そ して家 族 に認 め ら

れ た り、 友 達 に認 め られ た りす る(パ チパ チ タ イ ム)こ とで 、 自分 の で き る こ と に 気 付 き、

自信 を もち友 達 を認 め る心 の ゆ と りが 見 え る よ うにな って きた。 そ して 帰 りの会 で友 達 の よ

い と ころ を発 表 す る な ど、 日常 生 活 の中 で も友 達 の よ さを 見 付 け よ うと い う気 持 ち が 茅 生 え

て き た。 ま た 「名 人 と会 って 、 『靴 洗 い が ん ば って る よ。』 って 言 っ た よ。」 と い う よ う に

GTと 触 れ 合 った こと で親 しみ を もち声 を か け られ る よ うに な った。

ま た、 本 単元 で は児 童 の 人 と のか か わ りを 見 取 る ため に 、 観 察 対 象 児 を中 心 に児 童一 人 一

人 の個 表 を活 用 し、 個 に応 じた適 切 な支 援 を 行 え る よ うに して きた。 す べて の児 童 を見 取 り、

同 じよ うに 支援 して い け る よ う、 今 後 も見 取 る工 夫 を して 適 切 な支 援 に生 か せ るよ う考 え て

い く必 要 が あ る。
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2第2学 年 単元名 「わた したちのまつ りを しよう」(15時 間)

(1)単 元 のね らい

○ 自分 た ちの まっ りを通 して、進んで身近 な人 とかかわ り、一緒 に楽 しむ。

○ 身近 な材料 を利用 して、 まつ りに使 うものを工夫 して作 る。

○ 自分 たちのまっ りを楽 しみなが ら、 自分ので きることや身近 な人 のよさに気付 く。

② 育てた い児童の姿

く友達(ろ う学校 の友達 を含 む)と のかかわ リ〉

・友達 のよ さに気付 き、互 いに協力 して活動す る。

・活動 の中で互 いのよ さを認 め合 い、 自信 を もっ。

・今後 の活動 で、 またかかわ りたい と思 う。

くろう学校 の友達 とのかかわ リ〉

・ろ う学校 の友達 を理解 し、親 しみを もって接 する。

〈 おまつ りにきて くれる身近 な人(異 学年、教職員、保護者、幼児)と のかかわ リ〉

・おまっ りに来 て くれ る身近 な人に進 んで話 しかけ、親 しみを もって接す る。

(3>本 単元 における学習活動 の工夫

く学習活動の工 夫〉 「 〈育 てたい児童 の姿〉

ア.学 級の友達やろう学校の友達 と、「協力 してがんぼろう。」 という願いをもてるように

するために同 じ思いや願いをもったもの同士がグループを構成できるようにする。 ＼
1

「

イ.自 分達が計画したおまっりに、だれにお客さんとして来てほしいか話 し合 うようにす

る。その人達におまっ りを楽 しんで もらうために活動できるようにする。

0
か
か
願 わ
い り
を へ

望 」人
と

,.ろ う学校の児童をおまつりに招待す、だけではなく、学級の児童 、瀦 副

まつりを実施する仲間として共に活動できるようにする。

エ.協 力す ることの必要性、協力す ることの楽 しさを感 じる ことが で き るよ うに 「

するために・少人数のグループで活動する場を設定する.…

0
よ 共
さ に
を 活
味 動
わ す
う る

「

オ.児 童とろう学校の児童とが共に円滑に活動を進められ るように、活動の流れ

や活動の内容を紙に書 くなどして視覚的にとらえられるようにする。

カ.お まつ りを実施す る側、招待 され る側が共 に楽 しあ るよ うに、 オープ ンスペー

スを活用 し、 ゆと りのある活動 しやす い場 を設定す る。

1
[

L

「
0
よ 気
さ 付
を き
認 を
め 伝
Anえ

つ

の

か

か

わ

り

の

深

ま

一

キ,互 いを認め合 うために、自分や一緒に活動 した友達のがんばったことやよさ

を発表できる時間を設定する。(パ チパチタイム)

ク.自 分のがん ば った ことや工夫 した こと、友達の よい と ころな どが 書 き込 め る

カー ドを活用す る。(ふ りかえ リカー ド)
　

【

ケ.お まっりの後に、友達やおまつりにきて くれた人へ自分なりの方法で気持ちを伝える。

7

4

i

二
il

繰

り

返
か し

か

わ

1る

1一

1

り1コ.ろ う学校の教員とは、一緒におまっりを実施することが可能なのか、 また、児童同十が一

緒に活動する際の配慮事項などを話し合う。互いに無理なく、継続 して活動の機会がもて

るよう授業の内容や準備するもの、行事予定や時間などにっいての打ち合わせを雪分に行う。
}

サ.学 校行事や他教科 とも関連付けて、ろう学校 とのかかわ りが継続するように

計画を立てる。
一」

人

と

の

か

か

わ

り

の

広

が

り
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(4)活 動 計画(15時 間)

児童の活動 .⊃;児 童の姿();学 習活動の工夫 主にかかわる人

【活動 の きっか け】(朝 の会 などで)

・地域 の秋 まつ リへ行 った経験 を話 し合 う。

・昨年度2年 生 か らお まっ りに招待 され たことを思 い出す。

・11月 に学校 行事 と して フェステ ィバ ルが ある。 おまっり楽しかったね。わたしたちのまっりをしょうよ。

・学級の友達

お まつ りの緬 を立てよ う(2時 間)(ア ・イ ・ウ ・エ ・わ 到

・おまっ りで どんな ことを したいのか話 し合 い、 ○○さん、一緒にお店をやろうよ。(視点①)

グループを編成す る。

・おまっ りのお店 は、 どん なお店 にす るのか、

どん な準備 が必要 なのか話 し合 う。

・材料 を準備 す る。

・学級 の友達

・ろう学校 の友達

・教員

どんなお店にするか一緒に考えよう。(視点②)

おまっりに○○さんを招待したいな。(視点①)

・学級 の友達

・ろう学校の友達

・教 員

・図工専科の教員

お まつ りの準備を しよう(8時 間)(・ ・エ ・オ ・キ ・ク ・・)1

(準 備 ⇒ お店 ・ポ ス タ ー ・コ マ ー シ ャル ・招 待 状)協 力したからうまくいったね。(視点②)

。だ れ を招 待 した いの か 話 し合 う
。 ○○さんは、絵を描くのが上手だね。(視点③)

。相 談 しな が ら工 夫 して 作 る。

・自分 た ち が 作 った 店 で遊 ぶ
。 きょう・わたし○○が上手にできたよ・(麟 ③)

。グ ル ー プで ア ドバ イ スを し合 い
、 さ らに工 夫 す る。

・招 待 状 を作 り
、渡 す 。

・お まっ りを 実施 す る時 の 役 割 を
、 分 担 す る。

次の時間は、○○を一緒に作ろうね。(視点④)

}
{

1
}

早 くみんな とおまっ りを したいな。(視 点①)

lB学 級 の友達

1.ろ う学校の雄

i・ 獺
ヨ

・異学年の友達

i.学 校の職員

・保護 者

おまつ りを しよう(4時 間)(,.エ.オ.カ.ク)/

。お まつ りの 会場 の 準 備 を す る。 お客さんに遊び方を教えてあげる。(麟②)

・招 待 した お 客 さん と、 楽 し くお まっ りをす る。

・後 片 付 け を す る。 みんなといつしよだから'楽しくでき規(融 ②)

○○さんたちのお店は、おもしろかったよ。(視点③)

l

i.学 級の友達

ト ろう学校の雄

騰籍
轡 護者

気 もちを伝 えよ う(1時 間)(キ ・ケ ・サ)

・まつ りに来 て くれた人や仲 良 しにな った人に

自分 な りの方法 で気持 ちを伝 え る。

(手 紙、 カー ドな ど)

おまっりに来てくれてありがとう。

うれ しかったよ。(視点③)

また、一緒に遊んだり勉強したりしようね。(視点①④)
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(5)学 習活動 の工夫 と児童 の変容

お
ま

つ
り
の
計
画
を
立

て
よ
う

お
ま

つ
り
の
準
備

を
し
よ
う

お

ま

つ

り

を

し

よ

・つ

気
持
ち
を
伝
え
よ
う

口 ・鎌 騰 蕪 轡 わりを口 ・学習醐 の工夫

くじびきのお店 をや りたいな。

〈1回Elの 交流〉
どんなお店にするのか話 し合う。

ろう学校の児童と共に活動する。(ウ)

少人数のグループ構成(エ)

(6人 ろう学校の児童はそのうち1人)

くじびきの景品を作りたいな。

〈2回 目の交流>
B児 とC児 に折 り紙の折り方を教えてあげる。

や っこさん は、 こう折 るんだ よ。 足 も作 るんだよ。

〈3回 目の交流〉

材料をたくさん持 ってきてB児 と2人 で船を作る。

また、一緒に作ろうね。

パ チパ チ タイム(同 じグループの友達 か ら)(キ)

<4回 目の交流>

B児 とC児 と3人 で、紙粘土のメダルを作る。

〈5回 目の交流〉

まっり当日の役割分担(お 店番の前半、後半)を する。

2年 生でお店をやってみる。

前半のお店番 になりたか ったの になれなか った。

い いもん。 もうぼ くや らないか ら。

すみに行ってすねて泣いている。

(B児)Aさ ん 、かわ ってあげ るよ。

(優 しくな ぐさめて くれ る。)

い いよ。 ぼ く、後半のお店番や るか ら。

「ふ りかえ りカー ド』(ク)

「Bさ んがかわ ってあげ るよ と言 って くれて優 し

いな と思 った。」

〈6回 目の交流〉

お店の仕事をがんば った。 みんなが うれ しくな ってたか ら、

楽 しか った。

体育で キ ックベ ースボールで交流 する計画 を立

て る。(サ)

Bさ ん へ

このあ いだ は、楽 しか ったですね。 こんどはキ ックベース

ボールや ろうね。(お 手紙で)
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(6)観 察対象児童(A児)の 変容

A児 は、 友達 と遊 ぶ こ とや 作

る こ とが 大 好 きな 児 童 で あ る。

素 直 で あ るが 自分 の思 い通 り に

な らな い とす ぐにす ね て し ま う

こ とが あ る。 そ こで 、 友 達 と協

力 して活 動 す る楽 しさ を実 感 で

き る よ う、 単 元 を通 して 見 取 っ

て い くこ と に した。

「く じび きのお店 をや りたい。」

と い う願 いを もち、 く じび き グ

ル ー プ に入 っ たA児 は 、 「お ま

っ りの準 備 を しよ う」 で 景 品 を

作 った。

〈3回 目の 交 流 〉 で は、 プ ラ

ス チ ックの 容 器 や カ ップ な ど を

た くさん 持 って き て、B児 と2

人 で 船 を 作 り始 め た 。 「こ こ に

これ を付 け よ う」「ビニ ール テー

プを 張 って 。」 と2人 と も夢 中

にな って 作 って いた 。 出 来 上 が

る と とて も うれ しそ う に、A児

1ま、B児 に 「ま た 、 一 緒 に 作 ろ

うね。」 と 声 を か け て い た 。2

人 で作 り上 げ た 満 足 感 を味 わ っ

て い た と思 わ れ る。(視 点 ① ②)

また、 パ チ パ チ タ イ ム で 同 じグ

ル ー プ の友 達 か ら 「2人 で 船 を

作 って い て、 仲 良 しだ な と 思 い

ま した。」 と友 達 に認 め て も ら っ

て うれ しそ うな表 情 を して いた。

(視 点③)

〈5回 日の 交流 〉 で 店 番 の 前

半 と後 半 を決 め た 時 、 前 半 の 希

望 者 が 多 く、 グ ル ー プで じ ゃ ん

けん を した と こ ろ、A児 は 負 け

て しま った。 「も うや らな い。」

と、 す ね て 教室 の 隅 で 泣 い て い



る と、 心 配 したB児 が 自分 は じゃん けん に勝 って い た の で 「か わ って あ げ る よ。」 と声 を か

け た。B児 に優 しく声 を か けて も ら った こ とで、A児 は、 「後 半 で もが ん ば っ て や ろ う。」 と

い う気 持 ち に な れ た の だ と思 わ れ る。(視 点 ②)そ の 日 の 「ふ りか え リカ ー ド」 で、 「B君 が

か わ って あ げ る よ と言 って くれ て優 しい な と思 った。」 と、B児 の 優 しさ を認 め て い る。(視

点③)

お まつ りの後 の 「気 も ちを 伝 え よ う』 で は、A児 は、B児 に手 紙 を書 い て い る。 この単 元

を 通 してす っか りB児 と仲 良 くな ったA児 は、 「こん ど は、 キ ックベ ー スボ ール をや ろ うね。」

と、 次 の 活 動 を楽 しみ に す るよ うに な った。(視 点 ① ④)

(7)活 動 を終 え て

[共 に活 動 す る]

本 単 元 で は、 児 童 が お ま つ りで お店 を 出 した い とい う こ とで、 同 じお店 を 出 した い もの 同

士 が グル ー プ を構 成 した。 最 初 に ど う い うお店 にす るの か グル ー プ で 話 し合 う時 間 を と った

が 、 そ れ ぞ れ の思 い が あ り、 話 し合 い は なか な か ま と ま らず、 ろ う学 校 の 児 童 と も コ ミュ ニ

ケ ー シ ョンを と りな が ら話 し合 いを進 あ るの は難 しか った。

次 の時 間 は、 そ れ ぞ れ が 材 料 を 持 ち寄 り作 り始 め た が 、言 葉 はな くて も作 りなが ら自然 と

か か わ りが生 まれ、 ろ う学 校 の 児 童 も 「楽 しか った。」 と話 して い た。 児 童 の 思 い や 願 い に

応 じて 共 に活 動 す る こ とか ら始 め る こ と の大 切 さを 実感 した。

[パ チパ チ タ イ ム とふ りか え リカー ド]

活 動 の終 わ りに は、 自分 や 一 緒 に活 動 し た友 達 の が ん ば った こ と や よ さ を発 表 す る 時 間

(パ チ パ チ タ イ ム)を 設 定 した。 こ こで児 童 は、 友 達 の気 付 きを知 った り、 友 達 に認 め られ

て 自分 に 自信 を もった りす る ことが で き た。D児 は、 パ チパ チ タ イ ムで は、 なか なか 発 言 で

き なか った が 、 「ふ りか え リカー ド」 に は、 「紙 粘上 で ペ ンダ ン トを作 るのを がん ば りま した。」

と 自分 の が ん ば りを振 り返 っ た り、 「Eさ ん は、 一 生 懸 命 松 ぼ っ く り の ツ リー を 作 って い ま

した。」 と友 達 の よ さ を認 め た り して い た。

パ チパ チ タ イ ム と 『ふ りか え りカ ー ド』 を 両 方 行 っ た こ とで 、 児 童一 人 一 人 の見 取 りに役

立 ち、 支 援 に生 か す こ とが で き た。 ただ 、 毎 時 間 両 方 を 行 わ な けれ ば な らな い の で は な く、

活 動 に応 じて児 童 の 負担 に な らな い よ う、 ゆ と りを もって 設 定 す る こ とが 大 切 で あ る と感 じ

た。

[単 元 を通 した、 ろ う学 校 の 児 童 との か か わ り]

ろ う学 校 の 児 童 と は、 今 まで もお互 い の学 校 行 事 に招 待 し合 っ た り、 ゲ ー ム交 流 を した り

と、 頻 繁 に 交 流 を して き た。 しか し、 ど う して も単 発 の イ ベ ン ト的 な交 流 に終 わ って しま い

が ち で あ り、 児 童 は顔 や 名 前 を知 って は い る もの の、 互 い に も う一 歩 先 へ踏 み込 め な いで い

た。 今 回 は、 単 元 の 最 初 か らお まつ りの実 施 まで 、 合 計6回 の交 流 で あ った。 単 元 を 通 して

繰 り返 し交 流 し、 お まつ りに必 要 な もの を協 力 して 作 り上 げて い く過 程 の 中 で、 か か わ りの

必 要 性 が生 まれ 、 児 童 は、 共 に活 動 す る仲 間 と して 互 い を 意 識 す る よ う に な っ た。 児 童 の

「お 店 を や って い る うち に 、 いつ の ま に か仲 良 くな れ た。」 とい う声 か ら も、 自然 とか か わ り

が 深 ま って い っ た様 子 が 分 か る。 ま た、 双 方 の児 童 が 「仲 良 くなれ た。」 「一 緒 に や って 楽 し

か った。」 と実 感 した こ とで 、 「一 緒 に キ ッ クベ ー ス ボ ー ル をや るの が 楽 しみ だ。」 と い う よ

うに、 互 い に 次 の か か わ りを楽 しみ にす る声 も多 く聞 か れ る よ うに な った。
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V生 活科 年間活動計画案 【A校】

【地域 ・学校の特色】昭和40年 代 ごろ住宅公社によって開発された、多摩lil沿いの大きな団地のある地域。校区の南側は団地や小さな公園が多い。北東は・一般の住宅地がある。学校内で地域のお年寄 りが週2回

給食を食べ1日 を過ごす(ふ れあい給食)。 児童数が減少 し、現在は単学級(普 通学級6)で 心身障害学級を併設 している。

i

卜○
卜⊃

ー

4月5月6月7月8月9月10月11月12月 1月2月3月

生

・水 や り しよ う ・花 が さ いた よ

・な え を うえ よ う ・草 と り しよ う

お花 が い っぱ い(15時 間)(5)(7)一 力 ・キ(ア ナ ガ オ)〈 サ ツ マ イ モ〉 〈球 根 〉
・た ね を ま こ う ・た ね と り しよ う ・そ だて よ う(水 栽 培 ・L)

・お い もが とれ た よ

・花がさいたよ

r

l

「報 兄窃 ん

/誘蹴 ウ
・校内たんけん

・校庭たんけん

・みんななかよし

・いっしょに

遊ぼ う

02年 生○教職員

一一..一一一 一

し～言繍錦 雑 雰
・学 校 の い き もの
1

〈ニ ワ ト リ〉 〈ウサギ〉

一 一.

いきものとなかよし② やってみよう(8時 間)

∫易灘 撫 動 イ.カl!蟹 晶繭 久漏
〈虫とり・草花〉02年 生i・ 家のしごと02年 生

冬 を た の し く(10時 間)

(5}(6}一.ア ・イ ・カ ・キ ・コ
・冬 の あ そ び

・多 摩 川 た ん けん

〈た こあ げ>02年 生
。ま め ま きO心 身 障 害 学 級

.と ん じ るを っ くろ う

02年 生

1春 を た の し く(12時 間)
i 〔3){4)〔5} … ア ・イ 。ウ ・カ

・多 摩 川 た ん けん

・遠 足 に行 こ う02年 生

・公 園 たん け ん

・友 だ ちの 家 た ん けん

夏を「砺 天「
(5時 間)

(5)(6)
一ア・キ・ク・カ

・七タ か ざ り

・砂 あ そ び

・水 あ そ び

1鷹 呪1槻 。二
・木の実

、草花であそぼう
・公園たんけん(草 花

、虫〉

も うす ぐ2年 生(12時 間)

(1}(2)(8}一 イ 。ウ 。オ ・ク ・ケ

。で き る よ うに な った よ

。ぼ くわ た し じまん

・2年 生 に な った らした い こと

・6年 生 を送 ろ う

・1年 生 を 迎 え よ う

(い っ し ょに 遊 ぶ お も ち ゃ

づ く り)

牛 となかよし(7時 間)

(7}一 イ ・カ
・牧場たんけん

・秋の草花

02年 生、牛を飼う人
子どもまつりを しよう

(1ユ時間)11}(3)16}
一 イ ・ウ・エ・オ・ク

・どんなお店に しようかな

・(身のまわりの物を使 って)

うりものを作ろう
・お店屋さんごっこ

○全校児童、学校職員、
保護者、地域の人

ふれあい給食にくる高齢者

企
校
活
動

1年 生 をむかえよう みんななかよし① みんななかよし②
・たてわ リグループ(兄 弟学級))

で遊ぼう ○(1年 と6年)
(2年 と4年)

みんななかよし③ みんななかよし④ みんななかよし⑤

(兄弟学級)・ たてわりグルー ○(1年 と2年)

O(1年 と4年)プ でオリエンテー

(2年 と5年)リ ングをする

大 き くな った ぽ くわ た し

(12時 間)(1}(21(8)
一 イ ・ウ ・オ ・ケ

・生 ま れ た ころ

・小 さ い ころ

・大 き くな った 自分

○ 友 だ ち の 弟妹 、 幼 稚 園 児
・6年 生 を送 ろ う

・1年 生 を 迎 え よ う

2

年

生

学 校 あ ん な い

(4時 間)

(1)
一 イ ・ウ

・学 校 た ん け

ん

・い っ し ょに

遊 ぼ う

01年 生

春 さが し(5時 間)(3>(4)
一 ア 。イ ・ウ

・多 摩 川 た ん けん

・遠 足 に行 こ う

01年 生

○駅 で は た ら く人

夏 さが し

(2時 間)(5)

{6)一 ア ・カ ・

キ ・ク
・水 あ そ び

・砂 あ そ び

・水 た ま り

み ん な と も だ ち(9時 間)

(2)(5}(7}一 イ ・オ ・ケ 。コ
・い も料 理 を教 え て あ げ るね

〈スイー トポテト〉01年 生
・牛 とな か よ しO牛 を飼 う人

冬 さが し(3

時 間)(5)⑥
一 イ ・ケ

・多摩川たんけん

〈たこあげ>

02年 生
秋 さが し(5時 間)

(3)⑤(6}一 イ ・カ
・多 摩 川 たん けん

〈虫 と り、 草 花 〉01年 生

家 族 っ て い

い な(6時 間)

(21(5)(81
一 キ ・ク・コ

・ぼ く わ た

し の か ぞ

く じ まん
・家 族 と す

ご す 冬 休

み お 正月

や っ て み よ う②(12時 間)

(2)(5)(81
一 イ ・エ ・オ ・コ

・だ い こん パ ー テ ィー

(サ ラ ダ)
・とん じるパ ー テ ィー

01年 生
・と うふ を 作 ろ う

0地 域 の と うふ や さ ん

町 た ん けん(12時 間)(3)(4)(5)
一 イ ・ウ ・オ

・お店 たん けん ・ぼ くわ た しの

〈商店、 スーパ ー〉 町 じまん

・郵便局 、交番 など ○地 域 の人

や って み よ う

①(4時 間)

(2)(5)(8)
一 イ ・エ ・コ

・サ ラ ダ

パ ー テ ィー

花 や や さ い を 育 て よ う(20時 間)(5>(7)一 力 ・キ
・球 根 の 花 が ・野 菜 の苗 を うえ よ う ・水 や り ・や さ いが

さい た よ(ト マ ト、 レタ ス、 ピー マ ン ・草 と り とれ た よ

サ ツ マ イモ、 ダイ ズ など)
・育 て 方 を調 べ よ う ・育 て 方 を教 わ ろ う ○地 域 の人

・た ね ま き しよ う 〈だ い こん 〉 ・水 や り ・草 と り

・い も ほ り

・花がさいたよ

・だいこんができたよ 〈球根〉



生活科 年間活動計画案 【B校】

【地域 ・学校の特色】昔は農地が多かったが、現在は住宅地として開発された地域。校区北側の川沿いの傾斜地は緑が多い。隣の学区に緑に恵まれた公園がある。学区内に小売店舗が少なく学区に隣接 して、大

型 スーパーが数店舗ある。学校の裏に児童公園、児童館、敬老館、保育施設がある。児童数が減少 している小規模校で、単級の学年が増えつつある。

1

卜。
ω

1

1

年

生

2

4月 5月 6月 7月

が っ こ う だ い す き(15時 間)

(1)一一ア ・イ ・ウ ・コ

・あ く し ゅだ い さ くせん

・こ う て い で あ そ ぼ う

・が っこ う た ん けん

02年 生 ○ 全 校 児 童

○ 先 生 ○ 主 事

あ そ ぼ う あ そ ぼ う1

(10時 間)

13)(4}(5}(6}一 ア ・

イ ・ ウ ・カ 。 ク ・コ

い き もの と

な か よ し1

(8時 間)(7)
一一力

・い っ し ょ に あ

そ ぼ う
・い っ し ょ に す

ごそ う
・チ ャ ボ さ ん の

お せ わを しよ う

02年 生

・あ めの ひ に

・じど う こう

え んで
・じど うかん

で

○公 園 利用 者

○児童館職員

8月 9月 10月 11月 12月

あ そ ぼ うあ そ ぼ うn(18時 間)

(3)(4)(5)(6)(7)一 ウ ・カ ・キ ・ク

・い ろ い ろ な

こ うえ ん で

。し ゃ く じい

こ うえ ん で

・ しぜ ん の お く り もの で

あそぼうつくろう

○公園利用者

わ た しと か ぞ く

(13時 間)

(2)一 イ ・ケ ・コ
・か ぞ く の と く い

な こ と

・め い じ ん に お し

え て も らお う

。か ぞ く と い っ し ょ

に や って み よ う

○家族

・チャボとっばん修行中 ・(常時)02年 生

一 『 「一.一 』一.--』

た ね 、 た ね 、 お お き くな あ れ(16時 間)(7)カ ・キ

・た ね ま き を しよ う ・なか よ しさ ん に

02年 生 し らせ よ う

L

とびだせ!た んけんたい1

・春 の し ゃ く

じい公 園

(is時 間)(3}(4)(5)
一 ア ・イ ・ウ ・オ ・キ ・コ

・きん じょの じまん

・ま ちへ とび 出 そ う

・ま ちで で あ っ た人 を し ょ うか い しよ う

○ 地域 の 人

1
.___一_一 一_.._一___.....__...._一 一.._.____..., _J

年

生1

1
-_一

よ う こ そ1年 生

(3時 間)(1)
一… イ ・ケ

・学 校 あん な い

・ア サ ガ オ の た ね ま

きを 教 え よ う

01年 生

一 「匿「一 「 一 一}P「 匿 「一匿一 「 一 一一 一

い き もの と な か よ し

皿(12時 間)

(7)一 イ ・カ ・ケ
・な か よ くな っ た ね

1・1年 生 に し ょうか

iδ罎
・い っ しょ に チ ャボ 当番(常 時

虎 階

7一

匿「一一 一

お お き くな あ れ さ つ ま い も(io時 間)(7)一 一力

t:麗 難 ろう'な えをうえよう

・それいけチャボ当番(常 時)

・なにがそだてられるかな

・そだてかたをおそわろう

○地骸の人

・お せ わ しよ う

01年 生

と び だせ た ん け ん た い 皿(18時 間)

)(4)一 イ ・ウ 。オ ・コ

まちの名人をさがそう

名人に教えてもらおうi
・みんなに教えよう

○地域の人

し ゅう か く した よ

(14時 間)

(5)〔7}一 イ ・エ 。ク 。コ

う

一

,」

イ

い

テ

り

に

一

ほ

の

パ

も

も

も

し

し

し

お

か

お

9

0

,

○お店の人

○地域の人

1月 2月 3月

・みんなにお し

えてあげよう

あ そぼ うあ そ ぽ う 皿

(6時 間)(5)(6)ウ ・カ・キ・ク
・ふ ゆ の し ゃ く じ い こ

うえん

もうすぐ2年 生(17時 間)(1)(8)一 イ ・ケ
・できるようになったよ

・ともだちたくさんできたよ

・おせわになった人に…

・1年 生をむかえるじゅんびをしよう

・2年 生だぞおいわいしよう

○家族02年 生 ○教職員 ○地域の人

・ し ゅ う カ》く し よ う

とび だ せ1た ん けん た い 皿

(8時 間)(3)(8)一 ア ・イ ・オ ・ケ

・よ う ち園 、

ほ い く園 を

ほ う もん し

よ う

・お せ わ に な っ た

人 に 、 お れ い に
ノ　 ワ リ

f丁 」 つ

○幼稚園、保育園の先生、幼児

○地域の人

○友だちの家族

大 き くな っ たぼ く、 わ た し(22時 間)

(2)(4)(8)一 イ ・オ ・ク
・ぼ く、 わ た しの れ き し
・た い せ っ な人 に

・3年 生 に な っ た ぼ く、 わ た し

・3年 生 だ ぞ お い わ い しよ う

○家族 ○教職員03年 生



VI研 究の成果と今後の課題

1研 究成果

4っ の学 びの姿 を視点 と して、学習活動 を工夫す る ことによ り、以下の よ うな成果 を授 業

実践 を通 して得 ることがで きた。

○ 児 童 は、 「リン ゴを む い て お うち の人 を喜 ば せ た い。」 な ど対 象(活 動)へ の思 い や願

い が あ る と、 「名 人 に教 え て も らい た い。」 とい う気 持 ち に な り、 人 とか か わ る こ との

願 い も増 す と い うこ とが 分 か った 。

○ 児 童 は人 との か か わ りを楽 しみ な が ら一緒 に 活動 す る こ とに よ り、 「や って み よ う。」、

「挑 戦 して み よ う。」 と い う意 欲 を 見 せ 、 気付 きを伝 え合 った り、 協 力 した りす る な ど

共 に 活 動 す る よ さを 生 活 全 般 で 見 せ る よ うに な った。

○ 児 童 は振 り返 りの時 間(パ チパ チ タ イ ムな ど)を 繰 り返 す こ とに よ り、 自分 自身 は も

と よ り相 手 の よ さ を積 極 的 に見 付 け、 多 くの 気 付 きを得 るよ うに な った。

○ 児 童 は繰 り返 しか か わ る こ とに よ って、 相 手 に対 し親近 感 を もっ よ う に な り、 「ま た

い っ し ょに や って み た い な。」 な どか か わ りへ の願 い が児 童 の 中 に生 ま れ や す くな っ

た。

2今 後の課題

・4つ の学 び の姿 を視 点 と して、 よ りよ い学 習 活 動 の工 夫 を探 る。

・支 援 を よ り明確 に して い くた め に 見取 り表 の項 目 な ど を さ らに工 夫 す る。

・多 様 な人 との か か わ りを 重視 した授 業 を組 む際 、 日頃 の地 域 とのっ なが り、 連 携 を さ

らに深 め るた め の方 策 を 探 る。

一24一


